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　東海3県を主な営業エリアとする東邦ガス（株）
の本社西館に設置されたガスエンジンコージェネ
レーションが更新され、取材の機会をいただいた
ので紹介する。
東邦ガス（株）本社西館は、1997年10月に使用開
始。供給センターや情報システム部門などがあり、
災害発生時には災害対策本部が設置される重要な
建物と位置付けられている。
　西館ではガスエンジンコージェネに併せて熱源
設備の更新も実施した。24時間稼動の空調設備も
あり、更新工事については平成27年度に計画を開
始した。

出力増強とコンパクト化、省エネとBCPをいずれも両立させ、
エネルギーサービス導入と補助金で初期投資も抑える

東邦ガス株式会社
本社西館

■ 施設概要
所 在 地 名古屋市熱田区桜田町19-18

構 造 鉄骨鉄筋コンクリート造
免震構造（建物免震構造及び機器免震構造）

規 模 地下2階　地上6階　塔屋1階

面 積 建築面積：1,483.811㎡
延床面積：10,490.891㎡

T O H O  G A S  C o . ,  L t d . ,  H e a d  O f f i c e ,  W e s t  B l d g .

コージェネ導入のポイント
クラス最高性能、最小面積

省エネとBCPを実現

エネルギーサービスの導入 
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ク
ラ
ス
最
高
性
能・最
小
設
置
面
積
の

４
５
０
kW
ガ
ス
エ
ン
ジ
ン
コ
ー
ジ
ェ
ネ

　

既
存
の
３
８
０
kW
の
ガ
ス
エ
ン
ジ
ン
２
台

を
今
回
、
単
機
の
定
格
出
力
４
５
０
kW
の
ガ

ス
エ
ン
ジ
ン
２
台
に
換
装
し
た
。
こ
の
ガ
ス

エ
ン
ジ
ン
は
東
邦
ガ
ス
（
株
）
と
三
菱
重
工

エ
ン
ジ
ン
＆
タ
ー
ボ
チ
ャ
ー
ジ
ャ
（
株
）
が

共
同
開
発
。
同
ク
ラ
ス
の
ガ
ス
エ
ン
ジ
ン

■ ガスエンジン仕様概略

メ ー カ ー 三菱重工エンジン&	
ターボチャージャ（株）

定 格 出 力 450kW

台 数 2台

モ デ ル 名 SGP　M450－W 効 率 発電端効率：42.0%

器
や
ジ
ェ
ネ
リ
ン
ク
等
も
分
割
し
て
搬
入
す

る
こ
と
と
し
た
。
24
時
間
稼
動
の
空
調
設
備

は
３
台
あ
る
熱
源
設
備
の
う
ち
２
台
は
確
実

に
運
用
で
き
る
状
態
を
維
持
す
る
換
装
が
要

求
さ
れ
た
。
ま
た
、
西
館
に
隣
接
し
て
建
設

中
の
北
館
の
工
事
エ
リ
ア
を
機
器
搬
入
ル
ー

ト
に
使
用
す
る
た
め
、
工
程
を
調
整
し
な
が

ら
の
工
事
と
な
っ
た
。

　

設
備
の
更
新
工
事
期
間
は
、
空
調
設
備
が

２
０
１
６
年
10
〜
12
月
、
コ
ー
ジ
ェ
ネ
設
備

が
２
０
１
６
年
12
月
〜
２
０
１
７
年
２
月
。

設
備
の
更
新
に
あ
た
り
、
東
邦
ガ
ス
エ
ン
ジ

ニ
ア
リ
ン
グ
（
株
）
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
サ
ー
ビ

ス
と
経
済
産
業
省
の
補
助
金
に
よ
り
初
期
投

資
費
用
を
抑
え
て
い
る
。

省
エ
ネ
と
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
実
現
す
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

は
増
え
た
も
の
の
設
置
ス
ペ
ー
ス
は
従
来
の

23
・
７
㎡
か
ら
12
・
８
㎡
と
コ
ン
パ
ク
ト
に

な
っ
て
い
る
（
注
：
標
準
仕
様
で
の
比
較
。

本
設
備
で
は
、
ボ
イ
ラ
仕
様
変
更
等
で
標
準

仕
様
よ
り
も
大
き
く
な
っ
て
い
る
）。

　

共
同
開
発
機
は
Ｎ
Ｏ
ｘ
も
脱
硝
装
置
無
し

で
２
０
０
ｐ
ｐ
ｍ
（
Ｏ
２
＝
０
％
換
算
）
を

達
成
で
き
る
が
、
東
邦
ガ
ス
（
株
）
の
社
内

環
境
基
準
を
満
足
す
る
た
め
に
脱
硝
装
置
を

設
置
し
て
１
０
０
ｐ
ｐ
ｍ
（
Ｏ
２
＝
０
％
換

算
）
を
達
成
し
て
い
る
。

　

今
回
の
換
装
工
事
で
は
、
ま
ず
エ
ン
ジ
ン

を
Ｃ
Ｇ
Ｓ
室
に
搬
入
で
き
る
か
ど
う
か
の
検

討
か
ら
始
ま
っ
た
。
搬
入
通
路
の
制
限
を
ク

リ
ア
す
る
た
め
に
エ
ン
ジ
ン
お
よ
び
周
辺
機

　

ガ
ス
エ
ン
ジ
ン
コ
ー
ジ
ェ
ネ
か
ら
発
生
し

た
排
熱
を
利
用
し
、
西
館
に
設
置
し
た
ジ
ェ

ネ
リ
ン
ク
を
運
転
。
北
館
の
空
調
へ
も
熱
融

通
し
、
ジ
ェ
ネ
リ
ン
ク
の
稼
働
率
を
向
上
さ

せ
、
ガ
ス
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
排
熱

利
用
率
を
高
め
、
高
効
率
運
転
、
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
実
現
さ
せ
た
。

　

通
常
時
は
ガ
ス
コ
ー
ジ
ェ
ネ
の
発
電
に
よ

り
、
構
内
全
体
の
電
力
ピ
ー
ク
カ
ッ
ト
を
実

現
し
て
い
る
。

　

今
回
設
置
し
た
ガ
ス
エ
ン
ジ
ン
は
更
新
前

の
設
備
同
様
、
常
用
・
防
災
兼
用
機
と
し
て

認
定
さ
れ
て
い
る
の
で
、
防
災
負
荷
へ
の
電

力
供
給
も
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
構
内
に
は
ガ
ス
エ
ン
ジ
ン
コ
ー
ジ
ェ

ネ
の
ほ
か
に
非
常
用
発
電
設
備
も
あ
る
。
こ

の
う
ち
１
６
０
０
kW
の
非
常
用
デ
ュ
ア
ル

フ
ュ
ー
エ
ル
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
と
の
自
立
並
列

運
転
を
可
能
と
し
、
商
用
停
電
時
で
も
ガ
ス

エ
ン
ジ
ン
コ
ー
ジ
ェ
ネ
と
非
常
用
ガ
ス
タ
ー

ビ
ン
の
連
系
運
転
で
、
構
内
の
負
荷
を
賄
う

運
用
が
可
能
で
あ
る
。

コ
ー
ジ
ェ
ネ
で
最
高
効
率
の
シ
ス
テ
ム
と

な
っ
て
い
る
。
既
存
の
ガ
ス
エ
ン
ジ
ン
よ
り

も
出
力
を
ア
ッ
プ
す
る
と
と
も
に
、
発
電
効

率
も
41
・
５
％
か
ら
42
・
０
％
へ
ア
ッ
プ
。

総
合
効
率
も
77
・
６
％
か
ら
81
・
５
％
へ
と

ア
ッ
プ
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
発
電
機
出
力

ガスエンジンコージェネ（450kWx2基）
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　お忙しい中、対応していただいた
東邦ガス株式会社　エネルギー計画
部　計画推進グループ　チーフ　次
長　服部様、技術部電気・制御技術
グループ　課長　林様、東邦ガスエ
ンジニアリング株式会社　営業部　
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はこの場を借りて改めて御礼を申し
上げます。 （取材・文：雑賀慎一）

い
る
。

　

ま
た
、
経
済
産
業
省
の
「
平
成
28
年
度
電

気･
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
高
度
利
用
支
援
事
業
費

補
助
金
」
に
採
択
さ
れ
た
。

　

年
間
を
通
し
て
の
省
エ
ネ
効
果
の
確
認
は

こ
れ
か
ら
と
な
る
が
、
中
間
報
告
で
は
計
画

を
上
回
る
効
果
が
確
認
で
き
て
い
る
。
今
回

の
設
備
の
更
新
に
よ
り
Ｂ
Ｃ
Ｐ
機
能
を
落
と

す
こ
と
な
く
熱
の
有
効
利
用
を
実
現
で
き
た
。

安
定
供
給
と
省
エ
ネ
を
両
立
す
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
サ
ー
ビ
ス

　

今
回
の
設
備
で
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
サ
ー
ビ
ス

の
ス
キ
ー
ム
を
活
用
し
て
い
る
。
エ
ネ
ル

ギ
ー
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
で
あ
る
東
邦
ガ
ス
エ

ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ（
株
）が
資
金
調
達
・
設
計
・

機
器
調
達
・
工
事
を
担
い
、
15
年
間
の
契
約

期
間
中
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
。

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
サ
ー
ビ
ス
の
範
囲
は
ガ
ス
エ

ン
ジ
ン
コ
ー
ジ
ェ
ネ
お
よ
び
排
熱
利
用
設
備

（
ジ
ェ
ネ
リ
ン
ク
、
熱
交
換
器
）
と
な
っ
て

通常時 停電時

一
般
負
荷

防
災
負
荷

第
２

保
安
負
荷

第
１

保
安
負
荷

常用：3∅3.3kV 予備：3∅3.3kV

桜田変電所

西館

変圧器 変圧器

G
CGS450kW CGS450kW

G

一
般
負
荷

防
災
負
荷

第
２

保
安
負
荷

第
１

保
安
負
荷

常用：3∅3.3kV 予備：3∅3.3kV

桜田変電所

西館
G G

［西館］ ［北館］

外気
取込口

冷暖房
冷暖房

GHPXAIRⅡ　422HP

ファンコイル

CGS
450kW

2台

ジェネリンク
270RT

2台

廃熱

約70RT

冷温水融通管 免震層をクールピットとして利用

空調機
室内機

■ エネルギーネットワーク

■ 通常時と停電時の電力供給

排熱利用設備
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　2018年秋、名古屋市港区に新たなスマートタウンがま
ちびらきする。そのまちは開発に向けた取り組みを表す「Ａ
ＱＵＡ」「ＬＩＮＫ」「ＳＭＡＲＴ」の頭文字をとって「みなとアクル
ス（minato AQULS）」と名付けられ、「人と環境と地域の
つながりを育むまち」をコンセプトに開発を進めている。
　本稿では、まちの心臓部とも言える「みなとアクルスエ
ネルギーセンター」に導入されたガスエンジンコージェネ
レーションシステムを中心に、まちづくりの各所に盛り込
まれている先進的な取り組みについて紹介する。
　当地区には、かつて東邦ガス株式会社が石炭から都
市ガスを製造する工場があり、都市ガスの原料が天然ガ

スにシフトすることで、1998年に役割を終え、新たな姿と
して、綿密に計画が練られてきた。西側には中川運河が
流れ、南北にJR貨物の名古屋港線が縦断する敷地の条
件を活かし、ナゴヤドーム６個分の広大な土地で緑豊か
な都市空間の開発が計画されている。このまち全体のエ
ネルギー供給を担い、まちでの暮らしと地域環境を守り
支え、低炭素なまちづくりを実現するのが、東邦ガスが導
入するスマートエネルギーシステムだ。中部圏では初と
なる電気・熱・情報のネットワーク「ＣＥＭＳ（コミュニティ・
エネルギー・マネジメント・システム）」が構築され、未来に
つながる持続可能なまちづくりの実現を目指している。

低炭素性・災害対応性を両立させる
新たな都市型モデルに

m i n a t o  A Q U L S

■ 施設概要（エネルギーセンター）
所在地 名古屋市港区港明2-3-1
構 造 1階　鉄筋コンクリート造、2～4階　鉄骨造
面 積 延床面積4,532.53㎡
規 模 4階建　高さ27.07m

開 業
2017年3月	 エネルギーセンター竣工
2017年4月	 �スポーツゾーンへ	

エネルギー供給開始

コージェネ導入のポイント
総合効率78.5％超を見据えたエリア内電力一括供給
先導的「低炭素・循環・自然共生」地域創出事業の活用
災害時における、エリア内及び隣接公的施設への電力供給

1

2

3

みなとアクルス
Case2
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■ ガスエンジン仕様概略
メ ー カ ー 三菱重工業株式会社

モ デ ル 名 GS16R2

定 格 出 力 1,000kW

台 数 2台

定格ガス消費量 209.5m3N/h

効 率
発電機効率 42.3％
蒸気回収量　1,469.7MJ/h
温水回収量　1,605.8MJ/h

ガスコージェネレーション（1,000kWx2基）

木質バイオマス電力
1,000kW

太陽光発電
350kW

バイナリー発電機
20kW

NAS電池
600kW

・ららぽーと
・集合住宅
・邦和スポーツランド等

・ららぽーと
・邦和スポーツランド等

都市ガス

自営線

電力

冷水

電力供給先

冷熱・温熱供給先

系統電力

温水 蒸気

運河水利用ヒートポンプ
3,500kW BEMS/MEMS/

HEMS

BEMSCEMS

蒸気吸収式冷凍機
1,900kW

ガス焚きジェネリンク
1,600kW

ガスコージェネ
レーション
2,000kW

情報ネットワーク

水処理
運河水（熱利用）

■ エネルギーフロー図

だ
。
ま
た
、
運
河
水
の
温
度
差
を
利
用
す
る

ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
（
能
力
３
５
０
０
kW
）
や
補

機
類
の
駆
動
電
力
と
し
て
も
利
用
さ
れ
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
効
率
の
向
上
に
寄
与
す

る
。
ま
た
、
排
熱
の
利
用
に
も
工
夫
が
凝
ら

さ
れ
、排
熱
蒸
気
は
蒸
気
吸
収
式
冷
凍
機
（
能

力
１
９
０
０
kW
）
に
、
排
熱
温
水
は
ガ
ス
焚

き
ジ
ェ
ネ
リ
ン
ク
（
能
力
５
６
０
０
kW
）
に

投
入
さ
れ
、
と
も
に
供
給
冷
温
水
の
製
造
に

利
用
さ
れ
る
ほ
か
、
バ
イ
ナ
リ
ー
発
電
機
の

熱
源
と
し
て
も
活
用
さ
れ
る
。
バ
イ
ナ
リ
ー

発
電
機
は
70
〜
95
℃
の
低
温
水
か
ら
タ
ー
ビ

ン
発
電
機
を
用
い
て
発
電
す
る
機
器
で
あ
り
、

コ
ー
ジ
ェ
ネ
の
排
熱
の
中
で
他
の
熱
源
機
で

は
利
用
で
き
な
い
余
剰
排
熱
を
有
効
利
用
す

る
こ
と
に
役
立
つ
。

　

こ
の
よ
う
な
徹
底
的
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
有

効
活
用
す
る
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
よ
り
、
ガ

ス
コ
ー
ジ
ェ
ネ
の
排
熱
利
用
率
は
95
％
に
達

す
る
見
込
み
で
あ
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
都
市
部
で
は
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
設
置
場
所
の
確
保
が
難
し
い
中
、

オ
フ
サ
イ
ト
か
ら
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
起
源
の

電
力
を
導
入
し
、
Ｎ
Ａ
Ｓ
電
池
も
活
用
し
て

24
時
間
一
定
量
を
受
け
入
れ
る
こ
と
で
ベ
ー

ス
電
源
と
し
て
環
境
に
配
慮
し
た
電
力
の
活

用
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
意
欲
的

な
取
り
組
み
に
よ
り
、
１
９
９
０
年
比
で
一

次
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量
の
40
％
削
減
、
二
酸

化
炭
素
排
出
量
の
60
％
削
減
を
達
成
す
る
見

込
み
で
あ
る
。

ス
マ
ー
ト
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム

　

エ
リ
ア
内
各
施
設
の
Ｂ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
（
ビ
ル
・

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
シ
ス
テ
ム
）・

Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
（
ホ
ー
ム
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
・
シ
ス
テ
ム
）
と
連
携
し
、
地
域

内
の
需
要
変
動
を
反
映
し
た
最
適
制
御
運
転

を
実
現
す
る
の
が
、
平
常
時
に
お
け
る
Ｃ
Ｅ

Ｍ
Ｓ
の
主
な
役
割
で
あ
る
。
複
数
の
自
立
分

散
型
電
源
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
、
熱
電
供
給

に
よ
る
省
エ
ネ
・
省
Ｃ
Ｏ
２
・
省
コ
ス
ト
効

果
の
最
大
化
の
た
め
の
運
転
計
画
を
立
案
し

実
施
す
る
。
こ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
の

基
幹
設
備
と
し
て
導
入
さ
れ
た
の
が
、
今
回

紹
介
す
る
ガ
ス
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
で

あ
る
。

　

開
発
は
二
段
階
に
分
け
て
行
わ
れ
、
第

Ⅰ
期
開
発
エ
リ
ア
の
電
力
需
要
の
ピ
ー
ク
は

６
０
０
０
〜
８
０
０
０
kW
程
度
と
想
定
さ
れ

て
い
る
。
エ
リ
ア
内
に
は
そ
の
半
分
の
容
量

に
相
当
す
る
発
電
設
備
が
導
入
さ
れ
て
お
り
、

ガ
ス
エ
ン
ジ
ン
（
三
菱
重
工
製
１
０
０
０

kW
×
２
）
に
加
え
て
、
Ｎ
Ａ
Ｓ
電
池
（
定
格

出
力
６
０
０
kW
）・
太
陽
光
発
電
３
５
０
kW
、

バ
イ
ナ
リ
ー
発
電
20 

kW
な
ど
先
進
的
な
設
備

が
導
入
さ
れ
て
い
る
。

　

エ
リ
ア
内
は
特
定
供
給
の
許
可
を
受
け
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
か
ら
、
自
営
線
を

通
じ
て
エ
リ
ア
内
の
商
業
施
設
・
集
合
住

宅
・
ス
ポ
ー
ツ
施
設
な
ど
へ
供
給
す
る
計
画
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機
能
を
備
え
て
お
り
、
２
０
１
７
年
３
月
に

は
名
古
屋
市
と
の
間
で
「
災
害
時
に
お
け
る

電
気
供
給
に
関
す
る
協
定
」「
災
害
時
に
お

け
る
施
設
利
用
の
協
力
に
関
す
る
協
定
」
が

締
結
さ
れ
た
。
電
力
を
送
電
す
る
自
営
線
は

江
川
線
を
横
断
し
て
す
で
に
敷
設
さ
れ
て
お

り
、
地
域
の
防
災
力
強
化
に
お
い
て
大
変
重

要
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
に
な
る
。
な
お
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
の
屋
上
部
に
は
、
津

波
の
発
生
時
に
逃
げ
込
め
る
よ
う
に
津
波
避

難
ス
ペ
ー
ス
が
あ
り
、
グ
ラ
ン
ド
ラ
イ
ン
か

ら
階
段
で
の
ぼ
る
こ
と
が
で
き
る
避
難
ス

ペ
ー
ス
と
し
て
提
供
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

［ 

次
世
代
の
ま
ち
づ
く
り 

］

　

冒
頭
で
紹
介
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
コ
ン
セ

プ
ト
を
実
現
す
る
た
め
の
具
体
的
な
取
り
組

み
と
し
て
、
①
環
境
と
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の

取
り
組
み
に
よ
る
先
進
的
な
ま
ち
づ
く
り
②

地
域
防
災
に
資
す
る
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く

り
③
多
様
な
人
々
が
集
い
交
流
す
る
に
ぎ
わ

い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
│
│
の
３
つ
が
標
榜

さ
れ
て
い
る
。
ガ
ス
コ
ー
ジ
ェ
ネ
が
、
こ
れ

ら
３
つ
の
う
ち
①
と
②
の
２
つ
の
取
り
組
み

の
実
現
に
、
大
き
く
貢
献
す
る
こ
と
は
論
を

待
た
な
い
。

　

み
な
と
ア
ク
ル
ス
は
、
低
炭
素
性
・
災
害

対
応
性
を
併
存
さ
せ
る
新
し
い
都
市
型
モ
デ

ル
の
具
現
化
と
し
て
大
い
に
期
待
さ
れ
、
今

後
、
ま
ち
の
成
熟
に
伴
っ
て
、
ス
マ
ー
ト
エ

ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
自
体
も
格
段
の
進
歩
を

遂
げ
、
次
世
代
の
ま
ち
づ
く
り
の
先
駆
け
的

な
存
在
に
な
る
こ
と
だ
ろ
う
。

地
域
の
防
災
力
強
化
に
も都

市
型
先
進
モ
デ
ル
と
し
て

［ 
災
害
対
策 

］

　

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
性
・
省
Ｃ
Ｏ
２
性
と
と
も

に
、
み
な
と
ア
ク
ル
ス
に
お
け
る
ガ
ス
コ
ー

ジ
ェ
ネ
が
果
た
す
特
筆
す
べ
き
役
割
は
、
災

害
時
に
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
を
継
続
す
る
機

能
で
あ
る
。

　

特
に
耐
震
性
の
高
い
都
市
ガ
ス
中
圧
Ａ
導

管
に
接
続
さ
れ
た
ガ
ス
エ
ン
ジ
ン
は
、
災
害

時
に
お
け
る
運
転
継
続
へ
の
信
頼
性
が
非
常

に
高
い
。
設
備
の
稼
働
を
継
続
す
る
上
で
必

要
と
な
る
冷
却
水
の
確
保
に
関
し
て
は
、
建

物
の
地
下
ピ
ッ
ト
の
貯
水
に
加
え
て
、
運
河

水
や
井
戸
水
ま
で
利
用
で
き
る
よ
う
に
設
計

さ
れ
て
お
り
、
三
重
の
断
水
対
策
が
講
じ
ら

れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
港
湾
エ
リ
ア
に
近
接
す
る
こ
と
か

ら
、
大
規
模
地
震
発
生
時
の
津
波
の
来
襲
に

も
配
慮
が
な
さ
れ
、
主
要
な
プ
ラ
ン
ト
機
器

は
２
階
以
上
に
設
置
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、

こ
の
よ
う
に
細
や
か
に
準
備
さ
れ
た
対
策
を
、

前
述
の
Ｃ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
が
最
大
限
に
活
か
す
こ
と

に
な
る
。
太
陽
光
発
電
出
力
や
需
要
負
荷
変

動
に
よ
る
電
圧
・
周
波
数
へ
の
影
響
が
発
生

し
な
い
よ
う
に
、
発
電
機
器
の
負
荷
配
分
や

Ｎ
Ａ
Ｓ
電
池
の
充
放
電
を
制
御
す
る
こ
と
で
、

災
害
時
に
お
い
て
も
高
品
質
で
安
定
的
な
電

力
供
給
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

［ 

地
域
防
災 

］

　

さ
ら
に
、「
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
」

に
関
す
る
構
想
は
、
開
発
エ
リ
ア
内
だ
け
に

は
と
ど
ま
ら
な
い
。
開
発
エ
リ
ア
東
側
の
江

川
線
沿
い
に
は
、
有
事
に
災
害
対
応
の
拠
点

と
な
る
港
区
役
所
と
港
防
災
セ
ン
タ
ー
が
立

地
し
て
い
る
。
み
な
と
ア
ク
ル
ス
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
セ
ン
タ
ー
は
、
災
害
時
に
こ
れ
ら
の
施

設
に
も
エ
リ
ア
を
超
え
て
電
力
を
供
給
す
る

［ 

地
域
創
出
事
業
に
採
択 

］

　

こ
う
し
た
ま
ち
づ
く
り
へ
の
取
り
組
み

は
、
都
市
の
省
エ
ネ
・
省
Ｃ
Ｏ
２
・
レ
ジ
リ

エ
ン
ス
強
化
を
推
進
す
る
国
か
ら
も
高
く
評

価
さ
れ
、
補
助
金
対
象
と
し
て
採
択
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
一
つ
が
環
境
省
総
合
環
境
政
策

局
の
『
先
導
的
「
低
炭
素
・
循
環
・
自
然
共

生
」
地
域
創
出
事
業
（
グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ン
・

パ
ー
ト
ナ
ッ
プ
事
業
）』
で
あ
る
。
こ
の
事

業
で
は
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
や
特
性
を
活
か
し

た
地
域
協
働
に
よ
る
低
炭
素
地
域
づ
く
り
の

た
め
フ
ラ
グ
シ
ッ
プ
的
な
計
画
と
し
て
採
択

さ
れ
、
コ
ー
ジ
ェ
ネ
・
熱
源
プ
ラ
ン
ト
・
熱

導
管
な
ど
の
導
入
に
お
い
て
支
援
を
受
け
て

い
る
。
ま
た
、
環
境
省
地
球
環
境
局
の
『
自

立
・
分
散
型
低
炭
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
社
会
構
築

推
進
事
業
』
に
も
採
択
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

は
、
基
幹
系
統
か
ら
の
電
力
供
給
が
止
ま
っ

た
場
合
で
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
供
給
で
き
る
防

災
性
の
高
い
地
域
づ
く
り
と
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
最
大
限
の
導
入
拡
大
に
よ
る
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
低
炭
素
化
を
実
現
す
る
た
め
、
地

域
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
レ
ベ
ル
で
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
「
創
り
、
蓄
え
、
融
通
し
合
う
」
シ
ス
テ

ム
を
推
進
す
る
計
画
と
し
て
採
択
さ
れ
、
Ｃ

Ｅ
Ｍ
Ｓ
・
大
型
蓄
電
池
・
太
陽
光
発
電
な
ど

の
導
入
に
支
援
を
受
け
て
い
る
。

Case2 - m i n a t o  AQ U L S

15 コージェネ導入事例


